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常
陸
大
宮
市
女
性
活
動
指
導
者

連
絡
協
議
会
長　

中�
　

孝
子
さ
ん

　

中�
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら　

単

５５

１０

位
の
女
性
団
体
で
構
成
す
る
「
大
宮
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
」
の
会
長
を
務

め
、
ま
た
、
旧
大
宮
町
内
に
組
織
さ
れ

て
い
る
８
つ
の
女
性
活
動
団
体
の
指
導

者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
「
大
宮

町
女
性
活
動
指
導
者
連
絡
協
議
会
」
の

会
長
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
会
の
運

営
に
携
わ
り
、
大
宮
地
域
の
女
性
行
政

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
手
腕
と
行
動
力
が
高
く

評
価
さ
れ
、
茨
城
県
功
績
者
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

宇
留
野
さ
ん
は
、
昭
和　

年
大
宮
町

３７

農
業
委
員
に
初
当
選
以
来　

期
連
続
当

１４

選
し
、
平
成　

年
３
月
に
茨
城
県
農
業

１６

会
議
副
会
長
を
退
任
さ
れ
る
ま
で
、
大

宮
町
農
業
委
員
会
長
、
農
業
委
員
会
那

珂
協
議
会
長
、
茨
城
県
農
業
会
議
農
政

対
策
専
門
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
長
年

に
わ
た
っ
て
、「
人
と
土
地
」
対
策
を
中

心
に
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
発
展
と

と
も
に
、
茨
城
の
農
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
に
対
し
て
、
身
に
余
る

光
栄
に
感
激
し
て
お
り
、
今
後
は
こ
の

栄
誉
を
汚
さ
ぬ
よ
う
健
康
に
留
意
し
努

力
し
て
い
き
た
い
と
の
お
言
葉
で
し
た
。

元
茨
城
県
農
業
会
議
副
会
長

宇
留
野
誉
一
さ
ん
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山方南小２年　藤来　彩花さん
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読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な

し
会
は
み
ん
ぐ
ば
あ
ど
」
が
、
読
書
週
間

を
主
催
す
る�
読
書
推
進
協
議
会
か
ら
、

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
を
受
け
、　

月
１１

　

日
に
賞
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

２６
　

こ
の
賞
は
、
県
内
で
の
受
賞
は
１
団
体

で
、
平
成
７
年
の
発
足
以
来
研
さ
ん
を
積

み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え

て
子
ど
も
た
ち
へ
の
お
は
な
し
会
を
続
け

て
き
た
活
動
が
認
め
ら
れ
て
の
も
の
で
す
。

　
「
は
み
ん
ぐ
ば
あ
ど
」
が
催
す
の
は
、
読

み
聞
か
せ
、
民
話
の
語
り
、
影
絵
、
人
形

劇
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
。
ま
た
、

図
書
情
報
館
を
拠
点
に
、
広
く
保
育
園
、

学
校
、
家
庭
教
育
学
級
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
も
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
一
人

で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に
、
あ
た

た
か
く
楽
し
い
お
話
し
を
届
け
た
い
思
い

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
の
意
識
啓
発
の
た
め
に
、
茨

城
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
県
内
の
児

童
生
徒
か
ら
募
集
し
た
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
山
方

南
小
２
年
の
藤
来
彩
花
さ
ん
が
、
最
優
秀

知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数

は
、
全
国
の
ワ
ー
ス
ト
上
位
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
一
人
一
人
が
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
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はみんぐばあどの皆さん
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０
点
の
作
品
が

展
示
さ
れ
た
ほ

か
、
ア
ニ
メ
映

画
「
あ
し
た
元

気
に
な
あ
れ
」

の
上
映
、
そ
ば

打
ち
体
験
教

室
、
文
化
団
体

に
よ
る
芸
能
発

表
会
、
経
済
ア

ナ
リ
ス
ト　

森

永
卓
郎
氏
に
よ

る
特
別
講
演
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

催
し
が
行
わ
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。
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第
１
回
常
陸
大
宮
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、　

月　

日
の
ダ
ン
ス
発
表

１０

１０

会
で
ス
タ
ー
ト
し
、
美
術
展
、
華
道
展
、

茶
会
、
合
唱

祭
、
将
棋
及

び
囲
碁
大
会

を
ロ
ゼ
ホ
ー

ル
等
に
お
い

て
開
催
。　
１２

月
４
日
の
常

陸
大
宮
吹
奏

楽
団
定
期
演

奏
会
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
大
宮
地

域
の
各
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
を
は
じ
め

文
化
協
会
加
盟
団

体
、
個
人
な
ど
様
々

で
す
が
、
皆
さ
ん
日

ご
ろ
の
学
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、

素
晴
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
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月
５
日
か
ら
２
日
間
、
緒
川
文
化
祭

１１
が
農
協
祭
と
と
も
に
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
や
一
般
か
ら
出
品
さ
れ
た
陶
芸
や

生
け
花
、
絵
画
や
習
字
な
ど
、
す
ば
ら
し

い
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
１
日
目
に

は
お
茶
会
や
郷

土
料
理
の
試
食

会
、
健
康
ま
つ

り
、芸
能
発
表

会
、お
楽
し
み

抽
選
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
に
行

わ
れ
た
爆
笑
ラ
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月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
、
山
方
公
民

１１
館
に
お
い
て
文
化
祭
・
商
工
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

写
真
や
絵
画
、
書
道
な
ど
約
１
、２
０

　

茨
城
県
芸
術
祭
は
、
県
や
県
教
育
委
員

会
等
の
主
催
に
よ
り
、
県
民
が
そ
の
優
れ

た
芸
術
創
作
活
動
の
成
果
を
発
表
・
展
示

し
、
ま
た
鑑
賞
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と

で
、
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
と
な
る

よ
う
に
県
内
各
地
域
に
お
い
て
開
催
さ
れ

て
い
る
祭
典
で
す
。

短
歌
部
門

　

大
宮
短
歌
ク
ラ
ブ（
市
文
化
協
会
加
盟
）

の
小
田
倉
量
平
さ
ん（
宇
留
野
）が
、
県
民

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
短
歌
大
会

に
お
い
て
審
査
委
員
の
評
価
に
よ
る
短
歌

大
会
賞
と
、
参
加
者
の
互
選
に
よ
る
今
野

寿
美
選
者
賞
の
２
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
田
倉
さ
ん
は
、
昨
年　

月　

日
に
新

１０

１６

市
誕
生
と
ご
自
身
の
退
職
を
記
念
と
し

て
、
こ
れ
ま
で

に
詠
ま
れ
た
歌

を
単
行
本
に
さ

れ
、
出
品
し
た

も
の
で
す
。
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１０

１２

１８
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イ
ブ
２
０
０
５
で
は
、
パ
ペ
ッ
ト
マ
ペ
ッ

ト
や
マ
ギ
ー
審
司
、
テ
ツ
＆
ト
モ
な
ど
お

笑
い
芸
人
が
次
々
と
登
場
、
満
席
と
な
っ

た
文
化
ホ
ー
ル
を
笑
い
の
渦
で
包
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
協
祭
で
は
新
鮮
な
野
菜
の
販

売
、
焼
き
鳥
、
う
ど
ん
・
そ
ば
の
販
売
な

ど
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

美
術
部
門

　

県
近
代
美
術
館
や
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
美
術
展
覧
会
と
し
て
開
催
。
市

内
か
ら
も
各
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
が
作
品
を
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

会
員
出
品
（
審
査
員
資
格
）

〈
洋
画
〉宇
留
野
信
章
、木
村
勉
、木
村
光
昭

〈
工
芸
美
術
〉
菊
池
弘

〈
書
〉
三
村
龍
鐸
、
本
橋�
�

〈
写
真
〉
大
貫
亘

〈
デ
ザ
イ
ン
〉
石
川
眞
澄

会
友
出
品

〈
洋
画
〉
會
澤
佐
智
子

〈
工
芸
美
術
〉
加
藤
一
郎

〈
写
真
〉
大
山
荘
一

入
選

〈
日
本
画
〉
森
島
巨
江
、
川
野
由
紀
子

〈
洋
画
〉
海
野
千
代
麿
、
塩
幡
ミ
ヨ
子
、

坪
井
誠

〈
工
芸
美
術
〉
海
老
根
秀
夫
（
会
友
推
挙
）

〈
写
真
〉広
木
孝
一
、瀬
尾
繁
喜
、鈴
木
治
雄

〈
デ
ザ
イ
ン
〉
大
曽
根
崇
、
寺
門
由
紀
、

石
川
麻
貴

〈
書
〉雨
海
慈
川
、
神
長
初
枝
、
栗
田
逾
白
、

助
川
蒼
槙
、
飛
田
祥
葉
、
西
村
愛
美
、

廣
木�
州
、
細
貝
芳
子
、
本
間
孝
子
、

増
子
涼
花
、
秋
山�
川
、
大
串
節
子
、

押
久
保
逸
蘆
、小
田
倉
汪
年
、金
子
紫
洋
、

川
和
利
津
、
栗
木
白
葉
、
小
林
慶
風
、

小
室
未
潮
、
塩
幡
行
雲
、
清
水
比
呂
子
、

冨
山
日
出
子
、
松
平
冬
鷹
、
宮
本
里
峰

【将棋大会成績】（○優 優勝・○準 準優勝○３ 第３位）
１組　○優 恩田清三郎○準 安野　茂雄○３ 久野　　清
２組　○優 坂本　　保○準 片岡　　弘○３ 野上　良夫
３組　○優 野澤　敏夫○準 �渡　利男○３ 圷　　　脩
４組　○優 山本　　凖○準 青砥　有義○３ 大曽根進一
【囲碁大会成績】
　○優 萩野谷光雄○準 四倉　克巳○３ 沼田　　徹
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月　

日
、
伊
勢
畑
小
の
児
童　

人
が

１０

２５

２０

地
域
住
民
を
は
じ
め
関
係
者
と
古
代
米
の

刈
り
取
り
を
行
い
、　

月
６
日
に
は
、
ク

１１

モ
ノ
ス
シ
ダ
や
ム
カ
シ
ヤ
ン
マ
な
ど
の
移

植
と
共
に
、
脱
穀
し
収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。

　

御
前
山
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
御
前
山
ダ

ム
建
設
に
よ
る
水
没
地
に
生
息
す
る
希
少

な
動
植
物
を
移
植
し
保
護
す
る
た
め
、
旧

御
前
山
村
が
休
耕
田
を
購
入
し
、
環
境
保

護
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
造
成
し
た

も
の
で
す
。

　

今
回
で
移
植
は
４
回
目
、
古
代
米
は
２

回
目
の
収
穫
と
な
り
、
今
年
は
不
耕
起
栽

培
と
い
う
手
法
で
田
植
え
さ
れ
、
黒
・
赤
・

緑
・
白
の
色
鮮
や
か
に
実
っ
た
稲
を
地
元

檜
山
地
区
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
刈

り
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
足
踏
み
式
の
千
歯
ご
き
な
ど
を

使
っ
て
脱
穀
後
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲

ん
で
の
収
穫
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
間
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
、
消
え
か
か

る
種
の
生
命
力
と
そ
れ
を
守
る
人
々
の
力

強
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
御
前
山
市
民
セ
ン
タ
ー
に

１０

２９

お
い
て
「
い
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
体
験
隊　
１０

月
活
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
御
前
山
地
域
の
い
い
こ
と

い
っ
ぱ
い
体
験
隊
隊
員
に
登
録
し
た
小
学

生　

名
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

３２
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
七
宝
焼

き
と
納
豆
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
壁
掛
け
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

参
加
者
は
、
芸
術
の
秋
に
色
と
り
ど
り

の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
仕
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、　

月
に
実
施
さ

１１

れ
た「
ご
ぜ
ん
や
ま
ま
つ
り
２
０
０
５
」で

展
示
発
表
し
ま
し
た
。
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月　

日
、
玉
川
地
区
内
、
蒲
沢
集
会
所
及
び
法
専
寺

１１

１９

を
会
場
に
、
奥
久
慈
県
立
自
然
公
園
を
良
く
す
る
会
主
催

に
よ
る
「
玉
川
の
里
収
穫
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
は
、
奥
久
慈
県
立
自
然
公
園
の
う
ち
市
内
東
野
に
位
置

す
る
玉
川
自
然
公
園
内
の
遊
歩
道
の
管
理
や
路
肩
へ
の
植

樹
な
ど
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
公
園
内
の
休
耕

田
を
利
用
し
会
員
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
東
野
ナ
ラ
バ
ラ
産
の
モ

チ
米
を
は
じ
め
野
菜
や
手
工
芸

品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元

の
人
が
参
加
し
て
歌
や
踊
り
が

披
露
さ
れ
、地
域
の
交
流
も
深
め

ら
れ
た
祭
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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諸沢　相沢洋子さん
　山方小では、保護者のボランティアによる読み
聞かせの会「おはなしのたまご（代表野上順子さ
ん）」が、毎月１回程度低中学年に読み聞かせを実
施しており、１１月１７日に山方小で実施された音楽
集会において全校生徒に読み聞かせを行いました。
　発表では挿絵をスライド上映したり、会員が衣
装や着ぐるみを着て立ち回る演劇仕立てのものも
あり、児童たちはじっと聞き入り、お話しが終わ
ると大きな拍手があがっていました。「子どもた
ちに少しでも本が好きになって欲しい」という会
員の方たち
の思いが伝
わったこと
でしょう。

��������	�
��
三美　中山さち子さん

　地域の和を大切にとボランティアによる三美ふ
れあいサロンを結成し今年で２年目。現在、会員
数４９人、毎月第２火曜日に開いています。
　行事は会員からの声を取り入れながら、保健師
さんの協力による血圧・体脂肪測定、ゲームや唄、
小物づくり、ストレッチ体操などいろいろと楽し
んでおり、年１回程度まちづくり講座も利用し、
昨年は悪徳商法の勉強会を行いました。

　来月は正月飾
りづくりを予
定。終了してか
らのお茶を飲み
ながらのおしゃ
べりがまた楽し
いものです。




